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LS四国分科会「四国ESDチーム」

まず、

ESD
とは？



SDGs (Sustainable Development Goals)

持続可能な開発目標を達成するための

人づくり（教育や学び）⇔ESD for SDGs

Education for 

Sustainable 

Development

＝ 持続可能な開発のための教育
引用：ＥＳＤ－Ｊ「未来をつくる『人』を育てよう１２ｐ

ESDGs
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2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続

可能なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及び非暴力的文化
の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性と文化の持続
可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続
可能な開発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるよう
にする。

4.7

SDGs 目標4 質の高い教育をみんなに

SDGs 169のターゲット（具体的な目標）

すべての人々に包摂的かつ公平で質の
高い教育を提供し、生涯学習の機会を
促進する

ここにESD！
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何をするの？

メーリングリスト
運用による
最新情報の発信

連絡会の開催

・教育を基軸とした

取組内容の検討

・ESD拠点ネットワーク

との協働

ESD・SDGs
エコツアー

バーチャル
ESD大学

フェアトレード
商品開発

目指せ
持続可能な
四国！
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代表者：四国ESDセンター長・近森憲助

事務局：四国ESDセンター

メンバー：地域ESD活動推進拠点

（地域ESD拠点）

運営体制は？



■学校や社会教育の現場で
ESDを支援・推進する組織や団体を
「ESD拠点」として登録するしくみ

【2020.12現在 登録数：136件】

■四国では2021年2月現在
12ヵ所の地域ESD拠点が登録

LS四国分科会「四国ESDチーム」

地域ESD拠点とは



LS四国分科会「四国ESDチーム」

四国の地域ESD拠点紹介
(2021/2現在、12拠点)
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地域ESD拠点の取り組み事例

LS四国分科会「四国ESDチーム」

誰一人として犠牲にしないものづくりを目指
し、タオル作りを中心とした企業活動を展開
している。このような企業活動に加え、蓄積
した経験や成果をオープンハウスや研修会講
演などで広報することを通して、SDGsの
達成に寄与。

IKEUCHI ORGANIC株式会社

愛媛
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うどんまるごと

循環コンソーシアム
香川

うどん残渣や食品廃棄物からバイオガスを
作り発電する「うどん発電」や、バイオ
ガス発生時の残差から肥料をつくり、その
肥料を利用して小麦を栽培しうどんを作る、
という循環プロジェクトを実施。
エコツアーや講座を通して、未来を担う
子どもたちへの環境教育と県内外への普及
啓発にも力を入れている。

地域ESD拠点の取り組み事例

LS四国分科会「四国ESDチーム」
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■環境省と文部科学省が開設
（受託団体：えひめグローバルネットワーク）

■ESD実践のためのサポートメニュー
①情報収集・共有
②学び合いの場・ネットワークづくり
③コンサルティング
④人材育成

LS四国分科会「四国ESDチーム」

事務局ご紹介



場所：香川県高松市寿町２丁目１-１高松第一生命ビル
（JR高松駅から徒歩５分）

電話：０８７-８２３-７１８１
開館：月～金 ９：００～１８：００

■徳島サテライトデスク
徳島市西新浜町２丁目３-１０２
エコみらいとくしま内

■愛媛サテライトデスク
松山市東雲町５-６
（特活）えひめグローバルネットワーク内

■高知サテライトデスク
高知市旭町３丁目１１５
こうち男女共同参画センター「ソーレ」３階
（認活）環境の杜こうち内

LS四国分科会「四国ESDチーム」

事務局ご紹介



①基調講演
見上 一幸 氏（日本ESD学会・会長）

②高校生×大人ESDトーク
四国各県の高校生による活動紹介の後、
参加者の皆さんと一緒にESDについて語り合います

③分科会
➢日本ESD学会員による自由研究発表
➢ESD・SDGsツアー
➢ESD教材・カリキュラムづくり
➢企業×ESD

四国ESDフォーラム2021

（日本ESD学会第2回四国地方研究会）

3月14日（日）

～日本ESD学会、愛大・ESDラボと共同開催～

LS四国分科会「四国ESDチーム」

オンライン参加もできます。

ぜひお申込みください！
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ESD for 2030
SDGs達成に向けて活動を展開！


